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 中学校総合体育大会推戴式  

 6 月 3 日(土)から西都児湯地区中学校総合体育

大会(夏季中体連大会)が開催されるのに伴って，

推戴式が 5 月 31 日(水)の 5 校時に体育館であり

ました。各部活動生が体育館玄関に整列し，植野

先生の合図で元気よく入場し整列しました。 

 

校長先生のお話があり，陸上部，サッカー部，

卓球部，ソフトテニス部，軟式野球部，柔道ク

ラブ，剣道クラブの順に決意発表をしました。

その後，3 年生の瀬木さんが生徒を代表して激

励の言葉を述べました。 

 次に，軟式野球部キャプテンの大山くんが力

強く選手宣誓をしました。全校生徒で校歌を斉

唱して式を終えました。 

皆様の応援をお願いいたします 

 高等学校説明会  

 6 月 1 日(木) ，1:30pm～3:00pm(3 年生

は 3:50pm)までありました。この日は保護者

も参加しました。高鍋農業高等学校，佐土原高

等学校，西都市に新設されます県立高等学校，

高鍋高等学校，日章学園高等学校が，各校のパ

ンフレット等を配布され，プレゼンテーション

を使って分かりやすく説明されました。 

 

特に，3 年生は入試を控えていますので，自

分の進路選択の参考となるように熱心に聴いて

いました。ご家庭でも進路について話題をもっ

ていただければと思います。 

 ピア・サポート講演会  

 6 月 6 日(火)5・6 校時に体育館で，ピア・サ

ポートの講演会が開催されました。本校が，ピ

ア・サポート推進校に指定されている関係で行

われました。講師は九州保健福祉大学の前田直

樹先生でした。先生は心理学が専門で延岡市の

2 校の中学校で，スクール・カウンセラーもさ

れているそうです。 

 講演のテーマは「対人関係とコミュニケーシ

ョン」で，特に『友達とうまくやるために』と

夢・力・花いっぱい 
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いうことで，まず，性格検査をされ，生徒一人

一人が自分の性格を理解しました。その後，コ

ミュニケーションにおける 3 つの視点を述べら

れました。 

「性格は関係ないということ」「仲良くするた

めの技術があること」「誰にでも習得できるが，

練習する必要があること」そこで，練習して良

好な対人関係を築くために，次のようなスキル

が必要であることを話されました。 

 

 

#1 人の話を聞く。 #2 あいさつをする。 

#3 返事をする。  #4 無視しない。 

#5 言葉を使い分ける。#6 人に話を合わせる。 

#7 相手をほめる。 #8 相手を気遣う。 

#9 集団のルールを守る。 

これらを努力することが大切だそうです。 

 サンフランシスコ補習授業校  

➢ これからの学校だよりで，アメリカで勤務

した経験を基に，いくつか書いてみたいと思い

ます。 

まず，初めは，サンフランシスコ補習授業校

のことです。サンフランシスコ補習授業校は文部

科学省，外務省からの支援と授業料等によって運

営されています。補習授業校とは，現地校(アメリ

カの学校)に通学する児童生徒が，再び日本国内の

学校に編入した際にスムーズに適応できるよう，

国語・算数・数学等の基礎的基本的知識・技能及

び日本の学校文化を日本語によって学習する教育

施設のことです。本校は，1968 年(昭和 43 年)に

設立されました。サンフランシスコ補習授業校は，

4 つの学校から構成され，その内 2 つの学校は，

カリフォルニア州のサンフランシスコ市にあり，

残り 2 つは，サンノゼ(San Jose)市にあります。

いずれも現地校の校舎を借用しています。授業日

は土曜日だけです。ウィークデーはほとんどの児

童生徒が現地校に通学しています。サンフランシ

スコ校とサンノゼ校は，それぞれ幼小部と中高部

に分かれて運営されています。 

毎週土曜日には，小学部から高等部まで 5 時間

の授業があり，国語は 2 時間，算数・数学は 2 時

間です。小学部 1・2 年生は 5 校時が学級活動，

小学部 3年生から 6年生までは社会と理科が隔週

にあります。中学部も同様です。高等部では，国

語・数学・社会の 3 教科です。年間の授業日数は

47 日間で，6 月には，10 日間の集中学習期間が

あります。夏休みは 50 日間です。冬休みは 2 週

間，春休みは 3 週間です。授業日数が日本の学校

よりもかなり少ないので，1 単位時間内に指導さ

れる教科書の学習量は，日本の 2～3 倍です。 

このように，世界にはいろんな形の学校があり

ます。アメリカ以外にも，いろいろな国々で頑張

って勉強している日本の小中高校生がいるのです。

国際化の進むこれからの時代は，世界に目を向け，

視野を広げていくことが一層求められるようにな

ると思います。 


